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ら
せ
伝
言
板

お知らせ伝言板

【
意
見
交
換
】

　

主
な
意
見
と
し

て
、
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
身
近
な
公
共

施
設
で
の
行
政
手

続
き
の
実
施
、
市

民
窓
口
機
能
の
集

約
、
地
域
の
高
齢
者
を
含
む
多
様
な
担
い

手
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
体
制
づ
く

り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

問

問問

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催

教
育
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

通
学
区
域
外
の
小
学
校
に
通
学
し
ま
せ
ん
か

　

７
月
３
日
、
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、

新
市
庁
舎
を
整
備
す
る
た
め
に
策
定
す
る

基
本
計
画
の
第
１
回
策
定
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
官
庁
街
と
市
庁
舎
の
あ
る
べ

き
姿
や
求
め
ら
れ
る
役
割
な
ど
に
つ
い

て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
庁

舎
整
備
の
あ
り
方
を
自
由
に
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

第
２
回 

策
定
委
員
会
の
開
催

日
時　

８
月
26
日
W　

午
後
２
時
～

場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

※
新
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
庁
舎
整
備
推
進
室

 
（
36
）５
５
７
７
・
（
32
）２
６
９
５

教
育
総
務
課　

 

（
36
）５
５
３
９
・
（
32
）３
３
５
２

学
校
教
育
課　

 

（
36
）５
５
３
１
・
（
32
）３
３
５
２

教
育
総
務
課　

 

（
36
）５
５
３
９
・
（
32
）３
３
５
２

　

髙
木
敏
弘
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
西に

し
だ田 

佳よ
し
な
り成
さ
ん（
42
歳
）
が
、
市
議
会
の
同
意

を
得
て
、
新
し
く
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
７
月
29
日
か

ら
前
任
者
の
在
任
期
間
の
２
年
間
で
す
。

　

小
学
校
の
規
模
の
適
正
化
と
通
学
の
選

択
肢
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一

定
の
条
件
の
も
と
、
通
学
区
域
外
の
学
校

へ
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
通
学
区
域
の

弾
力
化
制
度
を
拡
大
し
ま
す
。

　

久
家
昌
代
委
員
が
任
期
満
了
に
伴
い
再

任
さ
れ
、
教
育
長
職
務
代
理
者
に
も
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
７
月
29
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

【
教
育
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）】

  

久
家  

昌
代（
中
小
森
町
・
保
護
者
代
表
）

  

八
耳  

哲
也（
土
田
町
）

  

安
倍  

映
子（
馬
淵
町
）

  

西
田  

佳
成（
安
土
町
桑
実
寺
）

弾
力
化
制
度
の
対
象
小
学
校

○
市
内
全
域
か
ら
沖
島
小
学
校
へ

○
八
幡
・
岡
山
・
金
田
・
桐
原
・
桐
原
東
・

北
里
・
安
土
小
学
校
区
か
ら

　

島
・
馬
淵
・
武
佐
・
老
蘇
小
学
校
へ

○
金
田
小
学
校
区
か
ら

　

八
幡
小
学
校
・
桐
原
東
小
学
校
へ

　

  　
　
　
　
　

 

（
令
和
２
年
４
月
か
ら
）

※
申
請
方
法
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど

の
詳
細
は
、10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

西田佳成 委員

久家昌代
教育長職務代理者

【
第
１
回
委
員
会
の
概
要
】

講
演
／
『「
地
方
自
治
と
官
庁
街
」み
ん
な

で
つ
く
る
近
江
八
幡
市
庁
舎
の
イ
メ
ー
ジ
』

光み
つ
た多 

長な
が
は
る温
理
事
長（
公
益
財
団
法
人 

都

市
化
研
究
公
室
）

要
旨
／
本
市
の
官
庁
街
や
市
庁
舎
に
必
要

な
機
能
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
近
年
の

社
会
動
向
を
踏
ま
え
た
課
題
や
社
会
情
勢

の
変
化
に
触
れ
、
人
口
減
少
に
よ
る
人
材

確
保
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
後
押

し
す
る
情
報
技
術
の
発
展
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
運
営
組
織
活
動
の
活
発
化
な
ど

を
挙
げ
て
、
庁
舎
整
備
に
必
要
な
機
能
の

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
ま
し
た
。
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　　　　   する施設
 ・総合医療センター　　　 

 ・水道事業所お客様センター
 ・保育所、こども園　　　  

 ・サン・ビレッジ近江八幡
 ・健康ふれあい公園（13日E休館）
 ・文化会館（13日E・14日R休館）
 ・図書館（近江八幡館は12日F・安土館は13日E休館。
　 開館時間など詳しくは25頁をご覧ください）
 ※ごみ収集、市民バス運行は通常どおり行います。

　　　 する施設
 ・危機管理課（防災センター３階）
 ・健康推進課（市民保健センター）
 ・生涯スポーツ課（運動公園） 　 ・学校給食センター
 ・０次予防センター　　　　      ・市民共生センター
 ・アクティ近江八幡（13日Eのみ開館） 

　節電・省エネルギーの取り組みとして行います。市民の皆さんにはご不便をおかけしますが、取り
組みの趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。また、ご家庭においても夏季の節電・省エネル
ギーへのご協力をお願いします。

市役所（本庁舎）

１階
税務課、収納・債権対策課、市民課、保険年金課、
会計課 

２階

まちづくり協働課、文化観光課、人権・市民生活課、
交通政策課、環境課、福祉政策課、援護課、幼児課、
子ども施設整備推進室、子ども支援課（子ども家庭
相談室）、監査委員事務局、選挙管理委員会事務局

３階
企画課、市庁舎整備推進室、秘書広報課、行政経営
改革室、総務課、管財契約課、財政課、情報政策課

４階 議会事務局

南別館
他

教育総務課、学校教育課、生涯学習課、上下水道課
※料金・開閉栓業務は水道事業所お客様センター
　にて通常どおり行います　

総合支所

全館

安土未来づくり課（窓口業務は本庁舎で対応）
土木課、管理調整課、公園課、都市計画課、建築課、
住宅課（改良住宅譲渡推進室）、農業振興課、農村整
備課、商工労政課、農業委員会事務局

総合福祉センター「ひまわり館」

１階 介護保険課

２階
障がい福祉課、長寿福祉課、発達支援課（子ども
発達支援センター）

閉庁

閉庁

閉庁

閉庁

窓口サービス部門などは通常業務を行います!!

・さざなみ浄苑
・環境エネルギーセンター
・一般廃棄物最終処分場

休館期間 学区

８月13日E～15日T 岡山・桐原・北里・武佐

８月13日E～16日Y 八幡・島・沖島・馬淵

８月13日E～17日U 金田・安土・老蘇

※上記以外に、通常どおり日・月曜、祝日は休館します。

問まちづくり協働課
　（３６）５５５２・ （３６）５５５３

市役所閉庁期間の外国語通訳　
  外国語通訳 ( ポルトガル語・英語 ) は対応できません。

各学区コミュニティセンターの夏季休館日

通常業務
通常業務

通常業務

８月13日E ～15日T は、市役所 閉庁 します

休日診療の歯医者

日 診療所名 住所
電話番号

８月 12 日 W 井田歯科医院武佐診療所 近江八幡市武佐町
３７- ７８６１

８月 14 日 R 川南歯科医院 東近江市川南町
４２- ０４１９

8 月 15 日 T 村上歯科クリニック 東近江市八日市東浜町
４３- ２３３０

8 月 16 日 Y  きむら歯科醫院 東近江市八日市東浜町
２２- ０２３４

【診療受付時間  午前９時～午後４時】

問（一社）湖東歯科医師会　 （２０）２８０１

　夜間や休日に薬のことで困ったら、ご相談くだ
さい。薬剤師がお答えします。

開設時間　
〇夜間　午後９時～翌朝午前９時（月～土曜）
〇休日　終日（日曜・祝日）

問   八幡蒲生薬剤師会
　  「夜間・休日お薬相談窓口」
　  （３２）５５３０

夜間・休日のお薬相談窓口

問総務課　 　（３６）５５５４・ （３２）３２３７
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お知らせ伝言板

申

問
・

文
化
観
光
課

（
36
）５
５
２
９
・
（
36
）５
８
８
２

　

楽
器
の
王
様『
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
』
と

遊
ぼ
う
！　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
学
ぶ
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
体
験
を
通

じ
て
、
仲
間
づ
く
り
を
し
よ
う
。

楽
器
初
心
者
も
大
歓
迎

日
時
・
対
象

10
月
６
日
Q
・
20
日
Q
、
11
月
４
日
F
・

24
日
Q
、
12
月
１
日
Q

小
学
生
１
～
３
年
／
午
前
10
時
～
11
時

小
学
生
４
～
６
年
／
午
前
11
時
～
正
午

※
12
月
１
日
の
み
午
後
２
時
～
４
時

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

場
所　

文
芸
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

費
用　

市
内
在
住
２
５
０
０
円
、
市
外

在
住
３
７
５
０
円
。
別
途
、
保
険
代

８
０
０
円（
開
講
初
日
に
徴
収
し
ま
す
）

申
込
方
法　

９
月
20
日
Y
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
12
月
入
居
予
定
】

募
集
団
地　

末
広
地
区
２
戸

主
な
応
募
資
格

・
市
内
に
３
カ
月
以
上
住
所
が
あ
り
、
市

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と（
単
身
入
居
不
可
）

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

・
入
居
予
定
者
全
員
の
所
得
制
限
あ
り

入
居
条
件

・
土
地
建
物
を
現
状
の
ま
ま
で
購
入
で
き
る

こ
と（
入
居
後
の
修
繕
は
行
い
ま
せ
ん
）

・
入
居
決
定
を
受
け
た
時
点
で
「
改
良
住

宅（
２
戸
１
）
有
償
譲
渡
要
望
書
」
を
提

出
で
き
る
こ
と

募
集
要
項
配
布　

９
月
２
日
W
か
ら

現
地
公
開
　
９
月
21
日
U　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

申
込
期
間　

９
月
24
日
E
～
９
月
30
日
W

（
執
務
時
間
内
、
郵
送
不
可
）

申
込
方
法　

応
募
書
類
は
住
宅
課
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
お
よ
び
申
込

用
紙
は
、
住
宅
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
営
改
良
住
宅（
２
戸
１
）の
入
居
者
募
集

水
郷
の
里
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

キ
ッ
ズ
オ
ル
ガ
ン
教
室 

参
加
者
募
集

住
宅
課
（
総
合
支
所
２
階
）

 

（
36
）５
５
９
６
・
（
33
）１
３
５
６

水
郷
の
里
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

（
33
）６
３
０
３
・

（
33
）３
１
２
４

〒
５
２
３-

０
０
８
６　

津
田
町
18

参
加
料　

小
・
中
学
生
１
０
０
０
円
、
高

校
生
２
０
０
０
円
、
一
般
３
０
０
０
円

（
大
会
を
中
止
し
た
場
合
で
も
返
金
い
た

し
ま
せ
ん
）

申
込
方
法　

専
用
払
込
用
紙
に
よ
り
郵
便

局
で
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
大
会
事
務
局
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

＆
携
帯
サ
イ
ト（R

U
N

T
ES

）
で
の
申
し

込
み
も
で
き
ま
す
。

申
込
締
切　

９
月
20
日
Y
ま
で

　
自
分
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。本
大
会
は
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
び
わ
こ
大
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
Q 

 

午
前
10
時
か
ら
部

門
別
に
ス
タ
ー
ト（
午
前
８
時
か
ら
受

付
、
雨
天
決
行
）

場
所　

運
動
公
園（
津
田
町
）周
辺

部
門
　
全
19
部
門

※
10
㌔
は
定
員
１
０
０
０
人(

先
着
順
）

種
目

種      

別

２
㌔
小
学
生
男
子
・
女
子

（
１
～
３
年
生
、
４
～
６
年
生
）

親
子
部
門（
小
学
生
の
親
子
）

３
㌔
中
学
生
男
子
・
女
子

一
般
男
子
・
女
子(

59
歳
以
下
）

一
般
男
子
・
女
子(

60
歳
以
上
）

５
㌔
一
般
男
子
・
女
子(

59
歳
以
下
）

一
般
男
子
・
女
子(

60
歳
以
上
）

10
㌔
一
般
男
子
・
女
子(

59
歳
以
下
）

一
般
男
子
・
女
子(

60
歳
以
上
）

ゴールで喜びを全身で表現する選手

懸命に走る選手たち

ゴォーーール !!

申

問
・

申

問
・
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申

問
・ 申

問
・

み
ん
な
で
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・
（
32
）２
６
９
５

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・
（
32
）２
６
９
５

0
1

0
2

0
2

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３-

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

文
化
観
光
課（
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
）
桜
宮
町
２
１
４-

５

（
36
）５
５
８
７
・
（
32
）３
９
１
９

　

市
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

は
、
行
政
や
企
業
、
特
定
の
人
の
力
だ
け

で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
地
域
に
関
わ
る
全

て
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
、
私

た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

目
標
８
は
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
の

持
続
可
能
な
経
済
成
長
、
雇
用
お
よ
び

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
推
進
を
、
目

標
９
は
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
持

続
可
能
な
産
業
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
は
大
量
生
産
・
大
量
消

費
を
前
提
に
経
済
発
展
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
で
は
環
境
保
全

と
両
立
で
き
る
経
済
の
発
展
が
大
切
で
あ

り
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
技
術
革
新
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｓエ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

地
球
環
境
や
経
済
活
動
、
人
々
の
く
ら
し
な
ど
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
り
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

達
成
に
は
全
世
界
の
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　
「
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
」
と

は
、
働
き
が
い
の

あ
る
人
間
ら
し
い

仕
事
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
市
内
で

も
、
多
く
の
企
業

が
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
や
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
向
上
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
め
る
働
き

方
改
革
も
あ
り
ま
す
。

　

人
が
働
き
が
い
を
得
る
た
め
に
は
信

頼
や
連
帯
感
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
職
場
の
仲
間
に「
あ
り
が
と
う
」「
頼

り
に
し
て
る
よ
」「
手
伝
う
よ
、
一
緒
に

や
ろ
う
」
と
一
声
掛
け
て
み
る
こ
と
で
、

そ
の
相
手
は
働
き
が
い
を
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
立
派
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
で

す
。

（
目
標
８
）

働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

（
目
標
９
）

産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を

つ
く
ろ
う　

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
者
に
お
礼
と
し

て
贈
呈
す
る
特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

登
録
条
件
　
市
内
に
本
社(

本
店)

、
支

社（
支
店
）
ま
た
は
営
業
所
の
い
ず
れ
か

を
有
す
る
こ
と
お
よ
び
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
保
有
な
ど
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
推

進
事
業
事
業
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
該
当
す

る
こ
と
。

※
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
登
録
申
請
書
類

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

８
月
23
日
Y　

午
前
９
時
～

午
後
３
時 

（
期
限
内
に
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
い

か
な
る
理
由
を
も
っ
て
も
受
け
付
け
し
ま

せ
ん
）

　
「
今
年
こ
そ
は
良
縁
を
」
と
考
え
て
い

る
み
な
さ
ま
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
U　

午
後
１
時
～

場
所　

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ルYes

近
江
八
幡

定
員　

男
性
20
人
、
女
性
20
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
９
月
７
日
U
午
後
開
催
の
事
前
講
習
会

に
参
加
で
き
る
人
を
優
先
に
受
け
付
け
。

参
加
費　

３
０
０
０
円
（
軽
食
・
飲
み
物

代
な
ど
）

出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
近
江
愛
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
９
」

ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼
品
請
負
事
業
者
を
募
集

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
参
加
資
格
な
ど
詳
細
は
、
市
内
各
施
設

に
設
置
の
チ
ラ
シ
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

13 広報おうみはちまん　2019.8.1
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お知らせ伝言板

生涯学習課　 （３６）５５３３・ （３６）５５６５

〇
生
前
登
録
制
度
※
に
よ
る
許
可
申
請

生
前
登
録
申
請
者
と
使
用
承
継
者
の
住
民

票
お
よ
び
関
係
が
分
か
る
も
の（
戸
籍
謄

本
）、
印
鑑

※
自
己
の
死
亡
後
の
焼
骨
を
供
養
施
設
へ

の
収
蔵
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、

生
前
中
に
登
録

許
可
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る

制
度

費
用
（
許
可
時
の
１
回
の
み
の
支
払
い
）

使
用
料　

30
万
円
（
市
内
在
住
者
）

　
　
　
　

50
万
円
（
市
外
在
住
者
）

管
理
料　

10
万
円
（
市
内
外
同
額
）

・
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
管

理
料
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
焼
骨
一
体
分
を
収
蔵
用
骨
壺
１
個

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

申
込
時
に
必
要
な
も
の

〇
通
常
の
許
可
申
請

申
請
者
の
住
民
票
、
火
葬
許
可
証(

写)

、

印
鑑

申

問
・

申

問
・

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）３
１
４
１
・
（
46
）５
３
２
０

市
長
と
お
話
し
ま
せ
ん
か

市
長
と
は
ち
ま
ん
夢
ト
ー
ク

安
土
墓
地
公
園
納
骨
施
設
の

　

使
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

障
が
い
福
祉
課

（
31
）３
７
１
１
・
（
31
）３
７
３
８

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

　

障
が
い
受
容
や
、
日
常
生

活
に
お
け
る
不
安
・
悩
み
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
お
住
ま
い
の
地
域
に

限
ら
ず
、
ど
の
相
談
員
に
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

　

連
絡
先
な
ど
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

氏　名 学区
 日比 孝 八幡
 瀧 雅美 八幡
 德永 里恵 島
 喜多川 みどり 桐原
 松本 敏男 馬淵
 寺嶋 よし子 北里
 野田 とよ子 武佐
 西村 金兵衛 安土
 大林 義孝 老蘇

相
談
員

知
的
障
害
者

氏　名 中学校区
 八耳 佐知子 八幡
 小山 真理 八幡西
 佐野 美津子 八幡東
 道尾 弘文 安土

問

（敬称略）

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ（
65
歳
以
上
）

　

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
65
歳
以
上（
第
１
号

被
保
険
者
）
で
、
市
民
税
非
課

税
世
帯（
第
１
段
階
～
第
３
段

階
）
の
介
護
保
険
料
を
軽
減
し

ま
し
た
。
な
お
、
７
月
に
通
知

し
ま
し
た
今
年
度
の
介
護
保
険

料
額
は
、
こ
の
軽
減
額
が
反
映

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
４
段
階
か
ら
第
10
段
階
の

人
の
保
険
料
額
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

段階 対象者
介護保険料年額

平成 30 年度 令和元年度

1

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
・前年の公的年金等収入額と
その他の合計所得金額の合計
が 80 万円以下の人

29,160 円 24,300 円

2

第１段階以外の人で、前年の
公的年金等収入額とその他の
合計所得金額の合計が 120
万円以下の人

40,500 円 32,400 円

3 住民税非課税世帯で第１段
階、第２段階以外の人 48,600 円 46,980 円

※その他の合計所得金額とは、合計所得金額から課税年
金収入額に係る雑所得を差し引いたものです。

介
護
保
険
課

（
33
）３
５
１
１
・
（
31
）２
０
３
７

問

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
夢

や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
市
長
が
直
接
お
聴
き

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

９
月
１
日
Q　

午
前
９
時
30
分

場
所　

シ
ャ
ー
レ
水
ケ
浜
（
長
命
寺
町
）

定
員　

２
人（
組
）、
１
人（
組
）30
分
以
内

申
込
方
法　

８
月
16
日
Y
ま
で
に
所
定
の

申
込
用
紙
で
窓
口
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

秘
書
広
報
課　

（
36
）５
５
２
６
・
（
32
）２
６
９
５

kouhou@
city.om

ihachim
an.lg.jp

ル
で
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ト
ー
ク
内

容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
多
数
の
場

合
は
、
初
め
て
ご
参
加
の
人
を
優
先
し
抽

選
い
た
し
ま
す
。

※
ト
ー
ク
タ
イ
ム
の
様
子
は
記
録
し
、
報

告
書
と
し
て
ま
と
め
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「私と本物の夢」　
　　　安土中３年　奥田実里さん
　私は障がいをもって生まれ、い

ろいろな人に助けてもらう一方で

陰口をいわれました。自分が障が

いをもって生まれたことよりも、

障がいがある人を馬鹿にする人が

いることが何百倍何千倍も悲しい。

　一人で悩んでいた小学校 6 年生の時にスクールカウン

セラーの先生が手を差し伸べてくれました。将来は、ス

クールカウンセラーになって多くの人が笑顔で生きられ

る社会をつくりたい。

「飛び交う世界」　
近江兄弟社中２年　田中友貴さん
　「『おはよう』『ありがとう』など、

何気ないあいさつや言葉でも心を

込めて交すことが大事。良好な友

達関係や自分のモチベーションを

保てる。」と学校の先生から聞き、

友達に適当な返事をしていた自分

を反省し、言葉について考えることができました。

　無責任な言葉を使わないようにしたいし、誰にも使っ

てほしくない。心のこもった言葉が飛び交う世界になる

よう努力したい。

「みんな違うけど同じ人間」　　　八幡西中 3 年　久家彩奈さん
　2020 年に東京でオリンピックとパラリンピックが開催されることが決まって

から、テレビでパラスポーツの番組を見る機会が多くなり、障がい者差別につい

て考えるようになった。同時にパラスポーツによって心を閉ざした障がい者の人

たちが笑顔を取り戻すことができることを知った。誰でもいつ事故や病気で障が

い者になるかもわからない。すべての人の人権を大切にして温かい雰囲気で東京

五輪を迎えたい。

「当たり前が一番幸せ」　
　　　　　　　　　　　八幡東中３年　伊﨑詞葉さん

　父親の仕事の関係で仙台市に住んでいるときに東日本

大震災を体験し、自宅が半壊したため避難所生活を余儀

なくされ、当たり前の生活に感謝

することの大切さを痛感した。

　震災だけでなく海外でも貧困や

戦争で普通の生活ができない人も

多くいます。そのことを意識し、

普通の生活が送れることへの感謝

の気持ちを忘れず、困難や苦労に

負けず、一生懸命生きていきたい。

「自分を変える決意」　
八幡中 3年　長江瑚白さん

　校内の合唱コンクールで私自身

は大きな声で歌うことを心がけて

いますが、中には真面目に取り組

まない人がいます。そういう人に

限って賞が取れなかったときに文

句をいう。文句や愚痴をこぼす前

に考えろといいたいが、私自身は言葉にして相手にぶつ

けられていません。自分の行動や発言に責任をもつこと

が大事であり、まず自分自身が変わらなければならない。

自分と他人の違いを理解し、気遣いができ、自分自身を

コントロールできるようになりたい。

「伝えよう！熱い想い２０１９」

中学生が 熱い 想い を堂々と
　子どもたちの心身共に健やかな成長を願うとともに、心豊かな子どもを育成していく場として、

「伝えよう！熱い想い２０１９」が、今年も市文化会館で盛大に開催されました。
　中学生の意見発表のほかに、八幡東中学校吹奏楽部とブルースカイバンド、ブルースカイエンジェ
ルスが日頃の練習の成果を発表しました。中学生の意見発表の要旨を紹介します。

（市青少年育成市民会議、市ＰＴＡ連合会、市就学前教育協議会、市教育委員会の共催）

問生涯学習課　 （３６）５５３３・ （３６）５５６５



お知らせ伝言板

申

問
・

　

胃
内
視
鏡
検
査
は
、
胃
カ
メ
ラ
検
査
と

も
い
わ
れ
、
口
か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
、

胃
の
内
部
を
観
察
す
る
検
査
で
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
し
、
50
歳
、
52
歳
、

54
歳
、56
歳
、58
歳（
令
和
２
年
３
月
31
日

時
点
）の
人

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外
で
す
。

・
今
年
度
に
市
や
職
場
、
病
院
な
ど
で
胃

が
ん
検
診（
内
視
鏡
検
査
・
胃
部
エ
ッ
ク

ス
線
検
査
）
を
受
け
た
、
ま
た
は
受
け
る

予
定
の
人

・
胃
に
症
状
が
あ
る
、
胃
の
病
気
で
治
療

中
、
経
過
観
察
中
の
人

・
検
査
の
同
意
書
の
提
出
が
で
き
な
い
人

・
妊
娠
中
、
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人

・
入
院
中
、
胃
の
全
摘
手
術
後
の
人

※
抗
血
栓
薬
服
用
中
の
人
は
、
主
治
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
医
師
の
判
断
な
ど
に

よ
り
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
推
進
課

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

胃
が
ん
検
診（
胃
内
視
鏡
検
査
）の
ご
案
内

実
施
医
療
機
関　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

実
施
期
間　

令
和
２
年
３
月
ま
で

※
原
則
、
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
（
月
曜
日
の
実
施
も
あ
り
ま
す
）

自
己
負
担　

４
０
０
０
円

・
生
検（
内
視
鏡
挿
入
時
に
組
織
の
一
部

を
採
取
）
な
ど
を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
、

別
途
負
担
が
あ
り
ま
す

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
事
前
申

請
に
よ
り
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

申
込
方
法　

事
前
に
健
康
推
進
課
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
ボ
タ
ン
ひ

と
つ
で
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る
装

置
を
貸
し
出
し
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制

で
、
緊
急
時
の
通
報
や
健
康
相
談
、
月
２

回
の
電
話
に
よ
る
健
康
状
態
の
確
認
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
。

①
65
歳
以
上
の
単
身
者
ま
た
は
65
歳
以
上

の
者
の
み
世
帯
に
属
す
る
人（
世
帯
員
の

就
労
な
ど
に
よ
り
、
日
中
ま
た
は
夜
間
に

お
い
て
前
述
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人
を
含
む
）

②
介
護
保
険
料
に
滞
納
の
な
い
人

③
原
則
と
し
て
、
３
人
程
度
の
近
隣
の
協

力
者
の
あ
る
人

長
寿
福
祉
課

（
31
）３
７
３
７
・
（
31
）３
７
３
８

生
涯
学
習
課

（
36
）５
５
３
３
・

（
36
）５
５
６
５

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

市
民
大
学
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す

利
用
料

〇
月
額
１
３
６
０
円

〇
対
象
要
件
の
①
か
ら
③
に
加
え
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
は
無
料

・
心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
、
そ
の
他
意
識

障
害
な
ど
を
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
疾
患
の

既
往
歴
、
現
病
な
ど
が
あ
る
人
な
ど

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
、
か
つ
税
法

上
の
市
町
村
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
人
、
ま
た
は
生
活
保
護
の
受
給
者

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ど
の
講
師
も
分
か
り
や
す
く
お
話
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

〇
８
月
21
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
満
喜
子
先
生
の
生
涯
」

ー
一
柳
満
喜
子
女
史
没
後
50
年
追
悼
ー

講
師
／
佐
竹
章
吾（
市
教
育
委
員
会
専
門
員
）

〇
９
月
25
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
水
辺
の
大
集
落
・
史
跡
大
中
の
湖
南
遺
跡
」

問

注
意
事
項

・
胃
内
視
鏡
検
査
で
は
偶
発
症
が
起
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
内
視
鏡
に
よ
り
粘
膜
に
傷
が
つ
く
こ
と

や
、
出
血
、
穿せ

ん
こ
う孔
（
穴
が
あ
く
）、
薬
剤
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー（
呼
吸
困
難
、
血
圧
低

下
な
ど
）、
検
査
前
か
ら
あ
っ
た
疾
患
の
悪

化
な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
鎮
静
剤
・
鎮
痛
薬
を
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
偶
発
症
の
防
止
の
た
め
に
十
分
な
注
意

を
払
う
と
と
も
に
、
偶
発
症
が
発
生
し
た

場
合
に
は
最
善
の
対
応
を
し
ま
す
。

ー
木
製
農
具
が
語
る
弥
生
時
代
の
技
術
ー

講
師
／
吉
田
秀
則
さ
ん（
滋
賀
県
文
化
財

保
護
協
会
事
務
局
次
長
）

〇
10
月
23
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
琵
琶
湖
の
お
い
た
ち
」

講
師
／
里
口
保
文
さ
ん（
琵
琶
湖
博
物
館

総
括
学
芸
員
）

場
所　

各
回
と
も
ひ
ま
わ
り
館
ホ
ー
ル

定
員　

各
回
と
も
50
人

問
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認
知
症
や
足
腰
が
弱
る
こ
と
を
防
ぐ
取

り
組
み
や
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
身
近
な
問
題
と
し

て
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

日
時　

９
月
４
日
R　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分

場
所　

ひ
ま
わ
り
館　

長
寿
福
祉
課

（
31
）３
７
３
７
・
（
31
）３
７
３
８

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

内
容　

〇
午
前
10
時
～
正
午
／
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
体
験
、 

脳
ト
レ
体
験

〇
午
後
１
時
～
３
時
／
映
画「
ケ
ア
ニ

ン
」
上
映

〇
終
日
／
交
通
安
全
教
育
車
に
よ
る
運

転
能
力
適
正
診
断（
定
員
有
・
先
着
順
）、

高
齢
者
に
必
要
な
栄
養
や
食
事
の
紹
介

（
試
食
体
験
・
数
量
限
定
）、コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー

ク
紹
介
、
高
齢
者
マ
ル
シ
ェ
紹
介   

な
ど

問

健
康
推
進
課

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

８
月
は「
食
品
衛
生
月
間
」で
す

  

８
月
の
１
カ
月
間
を「
食
品
衛
生
月
間
」

と
し
、
食
中
毒
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
食

品
の
取
り
扱
い
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

  

細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中
毒
は
夏
場
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
な
ど
で
、
全
国
的
に
多
く
の
患
者
が
出

て
い
ま
す
。

  

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
は
目
に
見
え
な
い
の
で
、
以
下
の
ポ
イ

ン
ト
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問

申

問
・

健
康
推
進
課

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

最
新
の
認
知
症
・
筋
力
低
下
予
防
！

「
コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
＆
ラ
ン
チ
会
」参
加
者
募
集

　

コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、認
知
機
能
（
コ

グ
ニ
シ
ョ
ン
）と
歩
行（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
い
つ
ま
で

も
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
27
日
Y　

午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分

場
所　

男
の
居
場
所（
長
田
町
４
４
８-

１
）

内
容　

・
約
２
キ
ロ（
30
分
程
度
）の
コ
ー

ス
を「
し
り
と
り
」を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

・
地
元
の『
ま
こ
も
だ
け
』を
使
っ
た
ラ
ン

チ
と
刈
り
取
り
体
験

対
象　

市
内
在
住
で
医
師
か
ら
運
動
制
限

の
指
示
を
受
け
て
い
な
い
人

持
ち
物　

運
動
靴
、
飲
み
物
、
帽
子
、
長

靴
、か
ま（
刈
り
取
り
体
験
の
際
に
使
用
）

参
加
費　

８
０
０
円
・
定
員　

15
人

※
当
日
の
け
が
は
応
急
処
置
の
み
行
な
い

ま
す（
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん
）。

【まこもだけ】

たけのこに似ていて、くせが
なく食べやすい食材。腸内環
境を整えたり、デトックス効
果もあります。

食
中
毒
を
防
ぐ
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
細
菌
を
つ
け
な
い（
洗
う
・
分
け
る
）

・
食
品
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
し
っ
か

り
と
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い（
低
温
で
保
存
す
る
）

・
食
品
は
放
置
し
な
い
で
冷
蔵
庫
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

・
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
調
理
し
、
調

理
後
は
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

③
や
っ
つ
け
る（
加
熱
処
理
）

・
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
は
熱
湯
や
消

毒
薬
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
も
の
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
加
熱

す
る
食
品
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
熱

が
と
お
る
よ
う
に
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

次の情報をご活用ください。
○食の安全に関する情報
　滋賀県食の安全推進室のホームページ
　「食の安全」
〇県内で発生した食中毒などの情報
　「しらしが ( 知らせる滋賀情報サービス )」
　により携帯電話などに配信
　【メール】http://www.pref.shiga-info.jp/
　【ＬＩＮＥ】https://www.pref.shiga-info.jp/
　ShiraLineWeb/service/index

【出典：政府広報室】

※細菌のついた手を洗わずに食材や食器を触る
と、手を介して、細菌が付着してしまいます。ま
た食器用洗剤やふきん、まな板などは、細菌が付
着・増殖しやすい場所といわれています。
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お知らせ伝言板

〇
近
江
八
幡
市
か
ら
児
童
手
当
受
給
・

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
券
が
あ
る

　

手
続
き
不
要
。
申
請
書
は
送
付
し
ま
せ

ん
。
10
月
以
降
も
引
き
続
き
受
給
券
を
使

用
で
き
ま
す
。

※
児
童
手
当
か
ら
特
例
給
付（
月
額

５
０
０
０
円
）
に
該
当
に
な
っ
た
人
に

は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
停
止
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。
受
給
券
は
10
月
１
日
以

降
は
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

　
〇
近
江
八
幡
市
か
ら
特
例
給
付
を
受
給

　

手
続
き
不
要
。
助
成
の
対
象
外
の
た
め

申
請
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

〇
近
江
八
幡
市
の
特
例
給
付
か
ら
児
童
手

当
の
受
給
に
変
わ
っ
た
人
・
子
ど
も
医
療

費
受
給
券
が
な
い

　

手
続
き
が
必
要
。
申
請
書
を
８
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す（
提
出
日
、
添
付
書
類
な

ど
は
、
案
内
文
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

10
月
以
降
有
効
の
受
給
券
を
９
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

〇
近
江
八
幡
市
以
外
か
ら
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
受
給（
単
身
赴
任
・
公
務
員

な
ど
）

　

手
続
き
が
必
要
。
児
童
手
当
の
受
給

状
況
の
把
握
が
必
要
な
た
め
、
申
請
書

を
８
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
る
人
は
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
提
出
日
、
添
付
書
類
な

ど
は
、
案
内
文
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

※
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、

対
象
外
の
た
め
手
続
き
不
要
で
す
。

・
子
ど
も
医
療
費
受
給
券
が
あ
る

　

申
請
書
の「
児
童
手
当
受
給
証
明
」
欄

に
児
童
手
当
支
給
元
か
ら
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
と
受
給
券
を
10
月
以
降

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特

例
給
付
と
な
っ
た
場
合
も
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

・
子
ど
も
医
療
費
受
給
券
が
な
い

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
人
は
、
申
請
書
の「
児
童
手
当
受

給
証
明
」欄
に
児
童
手
当
支
給
元
か
ら
証

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
で
該
当
す
れ
ば
10
月
以
降
有
効

の
受
給
券
を
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

申

問
・

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
１
・
（
33
）１
７
１
７

子
ど
も
医
療
費 

受
給
券
の
更
新
手
続
き

更新（交付）手続きが必要な人にはご案内します !!
・子ども医療費（小・中学生通院）助成は、児童手当が支給されていることが条件です。
・子ども医療費の受給券は、中学３年生の３月末を有効期限として交付していますが、
 ６月に提出いただいた児童手当の現況届の審査結果により、10 月以降も子ども医
 療費の対象となるかを決定します。
・引き続き受給券を使用するには、交付・更新申請書の提出が必要です。新たに対象
　となる人など手続きが必要な人のみご案内します。詳しくは下記をご覧ください。

障がい・ひとり親家庭などで医療費助成を受けている人

　障がい・ひとり親家庭などでの福祉医療の受給券（ピンク色）の更新時期は８月ですが、
子ども医療費助成の更新時期が 10 月のため、手続きが必要な人にはご案内します。

自己負担「無」の受給券（ピンク色）を持っている人
手続き不要。申請書は送付しません。
引き続き受給券（ピンク色）を使用してください。

自己負担「有」の受給券（ピンク色）を持っている人
受給券（ピンク色）がない人と同様の手続きです。
手続きが必要な人には申請書を送付しますので、
提出してください。審査後に８月交付の受給券（ピ
ンク色）が児童手当の受給状況によって差し替え
になる場合があります。
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来年入園・入所児の一斉募集の時期のお知らせ

申込書類の配布期間と配布場所

・保育園・認定こども園・小規模保育・家庭的保育
 ９月２日W ～９月２１日U（日曜、祝日除く）
・幼稚園
 ９月10日E ～９月20日Y（土・日曜・祝日除く）
・保育園、認定こども園、幼稚園、小規模保育、家庭的保育
の各施設（市ホームページからダウンロードも可）

申込期間と申込方法

・保育園・認定こども園・小規模保育・家庭的保育
　９月10日E ～９月21日U（日・祝日除く）
　午前８時30分～午後４時30分（土曜は正午まで）
　第１希望の施設へ直接申し込み
・幼稚園
　９月10日E ～９月20日Y（土日曜・祝日除く）
　午後２時～４時30分、園へ直接申し込み

幼児課　 （３６）５５０７・ （３２）６５１８問

保育所（園）の
見学は

８月中に！

経済的負担の軽減により、社会全体で子育て世帯を応援する
ため、10月1日から幼児教育・保育の無償化がはじまります。
詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。

幼稚園、認定こども園（短時部） 保育所、認定こども園（長時部）
地域型保育事業 (＊1)

【手続き不要】

（
保
育
料
）

月額25,700円まで無料
３～５歳児の全ての子ども、０～２
歳児の市民税非課税世帯の子どもの
保育料が無料

（
給
食
費
）

３～５歳児の給食費は各施設で実費徴収（第３子以降、低所得世帯は副
食費も無料）
※給食費の額や徴収方法は、各施設に確認してください
※０～２歳児の別途徴収はありません

幼稚園、認定こども園（短時部）の
預かり保育

認可外保育施設(＊3) 、一時預かり
事業、ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟー ﾄｾﾝﾀｰの利用

（
保
育
料
・
利
用
料
）

日額450円（月額11,300円）まで
無料
※通っている園が預かり保育が未実施ま
たは一定の基準(＊2)でない場合、右記の認
可外保育施設などの利用料も対象（預かり
保育も含め月額合計11,300円まで）。

【対象】幼稚園・保育所・こども園・地域
型保育事業(＊1)を利用していない児童
・３～５歳児は
　 月額合計37,000円まで無料
・０～２歳児の市民税非課税世帯
　 月額42,000円まで無料
※送迎のみ利用する場合は対象外

（
利
用
方
法
）

【利用前に手続き必要】

保育の必要性があると認定された子どもが対象
※利用前に保育の必要性の認定申請をしてください。利用後に利用金額の分かる
書類と請求書・領収書を市に提出していただくと、後日お支払いします。
※認定・給付の手続き方法など詳細は、市ホームページをご確認ください。

放課後デイサービス以外の
障害児通所支援事業の利用

（
利
用
料
）

３～５歳児の利用料無料
※保育所、幼稚園などと併用
している場合も可

（
利
用
方
法
）

【利用前に手続き必要】

対象事業や手続きは障がい福
祉課に問い合わせください。
 31-3711/ 31-3738

＊１ 「地域型保育事業」小規模保育、家庭的保育
＊2  「一定の基準」平日８時間、年間200日以上の保育を実施（預かり保育含む）
＊3  「認可外保育施設」県に届け出をし、国の基準を満たした施設（５年間の経過措置）

10 月からの幼児教育・保育の無償化のお知らせ

幼児課
（３６）５５０７
（３２）６５１８

申

問
・
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子
ど
も
支
援
課（
児
童
扶
養
手
当
）

（
36
）５
５
６
２
・

（
32
）６
５
１
８

障
が
い
福
祉
課（
そ
の
他
の
手
当
）

（
31
）３
７
１
１
・

（
31
）３
７
３
８

総
合
支
所
安
土
未
来
づ
く
り
課（
児
童
扶
養
手
当
・
そ
の
他
の
手
当
）

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

現
況（
所
得
状
況
）届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ

臨
時
・
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

８月 29 日 T ～９月４日 R は
全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間です

申
問
・

大津地方法務局人権擁護課　 ０７７（５２２）４６７３問

　

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
「
現
況
（
所
得

状
況
）
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
所
得
制
限
に
よ
り
、
現
在
、

手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
提

出
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
受
付
期
間
・
場
所

○
児
童
扶
養
手
当　

８
月
１
日
T
～
８
月

30
日
Y
／
子
ど
も
支
援
課

※
８
月
13
日
E
～
８
月
15
日
T
は
保
険
年

金
課
窓
口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

○
そ
の
他
の
手
当　

８
月
16
日
Y
～
９
月

11
日
R
／
障
が
い
福
祉
課

※
各
手
当
と
も
、
総
合
支
所
安
土
未
来
づ

く
り
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

８
月
13
日
E
～
15
日
T
は
閉
庁
の
た
め
受

付
で
き
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
と
な
っ

た
家
庭
の
親
、
ま
た
は
親
に
か
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は

父
ま
た
は
母
が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
家
庭
の
親
に
支
給
し
ま
す
。
そ
の

子
ど
も
が
18
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で
）
支
給
し

ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

中
度
ま
た
は
重
度
の
心
身
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人
に
対
し
、
そ

の
子
ど
も
が
20
歳
に
な
る
ま
で
支
給
し
ま

す
。

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
が
い
者

で
、
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
（
障

害
基
礎
年
金
の
１
級
程
度
の
障
が
い
が
２

つ
以
上
重
複
し
て
い
る
の
と
同
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
人
）に
対
し
支
給
し
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
在
宅
の
重
度
の
心
身
障
が

い
児
に
支
給
し
ま
す
。
お
お
む
ね
療
育
手
帳

最
重
度
（
Ａ
１
）
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
と
２
級
の
一
部
の
人
が
対
象
で
す
。

支
給
額

　

１
７
５
０
０
円

対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
今
年
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
る
父
ま
た
は
母

②
基
準
日
（
令
和
元
年
10
月
31
日
）
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
法
律
婚
を
し
た
こ
と
が

な
い
人

③
基
準
日
に
お
い
て
、
事
実
婚
を
し
て
い

な
い
人
ま
た
は
事
実
婚
の
相
手
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
人

申
請
期
間

　

８
月
１
日
T
～
12
月
２
日
W

支
給
時
期

　

令
和
２
年
１
月
以
降
に
支
給

提
出
物

　

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）
な
ど

申
問
・
　

子
ど
も
支
援
課

（
36
）５
５
６
２
・

（
32
）６
５
１
８

実施期間　８月 29 日 T ～９月４日 R

時間　　　午前８時 30 分～午後７時
　　　　　（土・日曜は、午前 10 時～午後５時）
相談担当者　人権擁護委員および法務局職員

※この期間以外にも、平日午前８時 30 分から午後５時 15 分
まで、人権擁護委員・法務局職員が相談に応じています。

本市でも人権擁護委員による人権相談を開催しています。
詳しくは９ページをご覧ください。

いじめ、体罰、虐待、不登校などご相談ください

相談無料・秘密厳守

０１２０（００７）１１０

届け出を
お忘れなく！

子どもの人権１１０番
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　開館時間やイベント詳細は市ホームペー

ジから確認できます。

ホームページＵＲＬ
http://www.city.omihachiman.shiga.jp/link/kosodate.html

子育て応援ひろば
８月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）      （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）      （37）2862

西  八幡西子どもセンター （火～土曜日）     （33）0703
ク 子育て支援センター「クレヨン」（子育て広場・親子交流広場の開催日）

 （36）7270

安 安土子育て支援センター（月～金曜日）       （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）         （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）       （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★青字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3
ク親子交流広場
　午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八ティータイム
　午前11時～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

西★科学教室
　午後２時～（小学生）

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

 ほ・八えほんのじかん
　午前11時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★楽しく学ぼう
　午後２時～（小学生）

八★カレーを作ろう
　午前10時～（小学生）

4 5 6 7 8 9 10
ク遊びの出前
　午前10時～(市民共生センター)

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

東子育て相談と身体測定
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金★絵の具で遊ぼう！
　午前10時30分～

あ★お話広場＆お誕生会
　午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

あママカフェ
　午前９時30分～

八★ハローイングリッシュ
　午前10時～（小学３年～６年）

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

東★水遊び
　午前10時～（0～2歳児）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安子育て相談室
　午前9時～

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★映画大会
　午後２時～（小学生）

11㊗ 12㊡ 13 14 15 16 17
ほ・金Free talk
　午前10時30分～

18 19 20 21 22 23 24
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八★手形で遊ぼう！
　午前10時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデイ
　午前10時～

東★寝ぞうアート
　午前10時～（0歳児）

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

あママカフェ
　午前９時30分～

ク親子交流広場
　午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

東★こわ～いこわい
お話会
　午後２時～（小学生）

25 26 27 28 29 30 31
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安絵本のひろば
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ク★子育て相談日
    午前9時～午後4時

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

八にこにこデー
　午前10時～（０歳児）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安子育て相談室
　午前9時～

ほ・八井戸端会議
　午前10時30分～

あママカフェ
　午前９時30分～

西栄養相談
　午前10時30分～（３カ月以上児）

ク親子交流広場
　午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

夏季休暇のご案内
８月10日～15日　ク・安・ほ・八・ほ・金

８月10日～16日　あ

８月11日～16日　八・西・東
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お知らせ伝言板

お知らせ伝言板

日 日時 場 場所

対 対象 内 内容

定 定員 ￥ 費用

出 出演 持 持物

講 講演・講師

申 申込方法

締 申込締切/期間

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
や
戸
籍
謄

本
・
抄
本
な
ど
の
証
明
書
を
、
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録

し
た
本
人
に
対
し
て
郵
送
で
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
不
正
請
求

を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

※
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
交
付
を

止
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
す
る
内
容

　

交
付
年
月
日
、
交
付
し
た
証
明
書
、
交

付
請
求
者
の
種
別（
代
理
人
な
ど
）、交
付

件
数

※
請
求
者
の
氏
名
、
住
所
な
ど
を
通
知
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
で
き
る
人

・
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人（
除
か
れ

た
人
を
含
む
）

・
市
内
に
本
籍
が
あ
る
人（
除
か
れ
た
人

を
含
む
）

登
録
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
顔

写
真
入
り
の
公
的
証
明
書
。
ま
た
は
、
健

康
保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
２
点
）

広告

広告

・
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状（
代

理
人
の
本
人
確
認
書
類
も
必
要
で
す
）

・
法
定
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
資
格

を
証
明
す
る
書
類

登
録
期
間

　

登
録
し
た
日
の
翌
日
か
ら
３
年
間

申
請
場
所

　

市
民
課
、
総
合
支
所
安
土
未
来
づ
く
り

課（
土
日
・
祝
日
を
除
く
執
務
時
間
内
）

申
問
・
　

市
民
課

（
36
）５
５
０
０
・

（
33
）１
７
１
７

　

新
た
に
指
定
ご
み
袋
の
販
売
登
録
店
に

次
の
店
舗
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

・
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
東

近
江
店（
東
近
江
市
今
崎
町
）

・
チ
ケ
ッ
ト
ラ
イ
フ
近
江
八
幡
店（
鷹
飼
町
）

問　

環
境
課

(

36)

５
５
０
９
・

(

36)

５
８
８
２

対
象
と
な
る
工
事

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

①
工
事
な
ど
の
内
容
が
簡
易
で
、
施
工
が

容
易
な
も
の

②
設
計
金
額
が
消
費
税
込
み
で
50
万
円
未

満
の
も
の

○
建
築
関
係
業
務

　

ガ
ラ
ス
、
サ
ッ
シ
、
網
戸
、
建
具
、
壁
、

屋
根
、門
扉
、内
装
仕
上
げ
、塗
装
、錠
鍵
、

タ
イ
ル
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
雨
ど
い
、
障
子
、
ふ

す
ま
、大
工
、左
官
、防
水
、板
金

○
電
気
、管
、機
械
、消
防
施
設
業
務

個
人
情
報
の
不
正
取
得
防
止
に

本
人
通
知
制
度
を
利
用
で
き
ま
す

市
指
定
ご
み
袋
販
売
登
録
店
の
追
加

　

電
気
器
具
、
配
線
、
照
明
、
放
送
機
器
、

空
調
機
器
、ボ
イ
ラ
ー
、ガ
ス
機
器
、給
排

水
・
給
湯
設
備
、
厨
房
設
備
、
衛
生
設
備
、

ガ
ス
配
管
、機
械
器
具
、火
災
報
知
設
備

○
土
木
関
係
業
務

　

舗
装
、
遊
具
、
交
通
安
全
施
設
、
道
路
、

河
川
構
造
物
・
道
路
付
属
施
設
、植
栽
、公

園
設
備
、石
積
み
、除
草

登
録
で
き
る
人
・
事
業
所

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
・
事
業

所①
市
内
に
居
住
す
る
者

②
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
者

③
業
務
の
特
殊
性
を
考
慮
し
、
市
長
が
特

に
認
め
る
者

申
請
受
付
期
間
・
場
所

　

８
月
19
日
W
か
ら
８
月
23
日
Y
ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
管
財
契

約
課
で
受
け
付
け
ま
す（
郵
送
で
の
申
請

も
可
）

登
録
の
有
効
期
間

　

10
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30
日
ま

で
の
１
年
間

※
平
成
30
年
度
に
登
録
済
み
の
場
合
は
申

請
不
要
。

申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
管
財
契
約
課
ま
た
は
安
土
未
来
づ
く

り
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.om

ihachim
an.shiga.

jp/kikakuzaisei/keiyaku/

申
問
・
　

管
財
契
約
課

（
36
）５
５
５
７
・

（
32
）３
２
３
７

簡
易
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
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日　

９
月
29
日
Q　

午
前
８
時
45
分
～

午
後
４
時

場　

布
引
運
動
公
園
陸
上
競
技
場（
東
近

江
市
芝
原
町
）

対　

県
内
在
住
の
12
歳
以
上（
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
）
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
人
。
も
し
く
は
、
療
育
手
帳
を

有
す
る
か
、
そ
の
取
得
に
準
ず
る
障
が
い

の
あ
る
人
。

申　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
障
が
い
福
祉
課
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

締　

８
月
21
日
R

申
問
・
　

障
が
い
福
祉
課

（
31
）３
７
１
１
・

（
31
）３
７
３
８

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

０
７
７
（
５
２
２
）６
０
０
０

０
７
７
（
５
２
１
）８
１
１
８

　

立
地
適
正
化
計
画
策
定
へ
の
協
力
お
よ

び
市
民
報
告
会
な
ど
へ
参
加
い
た
だ
き
ま

す
。
協
議
会
は
任
期
期
間
中
に
計
６
回
程

度
開
催
予
定
。
第
１
回
は
10
月
下
旬
頃
を

予
定
。

募
集
人
員　
２
人
程
度

任
期　
委
嘱
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
末
ま
で

報
酬　
な
し

応
募
資
格　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
人

第
56
回
滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
陸
上
）

②
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人（
未
成
年
の
人
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
）

③
主
に
平
日
の
昼
間
開
催（
土
日
も
あ
り
）

の
会
議
な
ど
に
出
席
で
き
る
人

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、「
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
本
市
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」
の
提
案
・
ご
意
見
な
ど
を
添
え

て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
８
月
22
日
T

申
問
・
　

都
市
計
画
課

（
36
）５
５
１
０

011210@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
１-

１
３
９
２　

安
土
町
小
中
１

番
地
８

募
集
人
員　
１
人
程
度

業
務
内
容　
出
土
遺
物
の
接
合
・
実
測
な

ど
の
整
理
作
業
、
発
掘
調
査
現
場
で
の
図

面
作
成
な
ど

雇
用
期
間　
９
月
２
日
W
～
令
和
２
年
２

月
28
日
Y

※
た
だ
し
、
月
15
日
以
内
、
期
間
内
の
総

出
勤
日
数
は
75
日
を
上
限
と
す
る
。

雇
用
条
件　
９
月
１
日
現
在
で
60
歳
未
満

の
人

賃
金　

日
給
６
６
０
０
円（
経
験
年
数
に

よ
る
加
算
あ
り
）

申
込
期
間　
８
月
１
日
T
～
８
月
９
日
Y

申
込
場
所　
文
化
観
光
課

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
補
助
員
を

募
集
し
ま
す

選
考
日
時　
８
月
26
日
W　

午
前
９
時
30

分
～

集
合
場
所　
水
道
事
業
所　

会
議
室
Ａ

選
考
方
法　
面
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

文
化
観
光
課

（
36
）５
５
２
９
・

（
36
）５
８
８
２

日　

11
月
20
日
R

場　

ピ
ア
ザ
淡
海（
大
津
市
に
お
の
浜
）

￥　

受
験
手
数
料　

３
５
０
０
円

申　

８
月
19
日
W
～
９
月
４
日
R
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時（
土
・
日
曜
を
除

く
）
ま
で
に
上
下
水
道
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
問
・
　

滋
賀
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
５
）０
２
１
６

上
下
水
道
課

（
36
）５
５
３
７
・

（
34
）７
４
８
０

　

統
計
に
親
し
み
、
グ

ラ
フ
の
表
現
技
術
の
向

上
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
、
統
計
の
数
字
を

分
か
り
や
す
い
グ
ラ
フ

に
表
現
し
た
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
県
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
人

第
１
部
／
小
学
１
・
２
年
生
、
第
２
部
／

小
学
３
・
４
年
生
、
第
３
部
／
小
学
５
・
６

年
生
、
第
４
部
／
中
学
生
、
第
５
部
／
高

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験

第
69
回
滋
賀
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
募
集

校
生
以
上
の
学
生
及
び
一
般
、
パ
ソ
コ
ン

統
計
グ
ラ
フ
の
部
／
小
学
生
以
上
）

用
紙
の
大
き
さ　

各
部
と
も7

2
.8

cm

×5
1

.5
cm

（
Ｂ
２
判
仕
上
が
り
寸
法
）

表
彰　

各
部
毎
に
特
選
、
入
選
、
佳
作
を

選
び
、賞
状
・
副
賞
。応
募
者
全
員
に
参
加

賞
。
入
選
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も
の
を

選
ん
で
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
。

応
募
締
切　
９
月
６
日
Y
午
後
５
時
必
着

申
問
・
　

県
統
計
協
会

０
７
７
（
５
２
８
）３
３
９
３

０
７
７
（
５
２
８
）４
８
３
５

〒
５
２
０-

８
５
７
７　

大
津
市
京
町
四

丁
目
一
ー
一（
県
庁
統
計
課
内
）

https://w
w

w
.pref.shiga.lg.jp/kensei/

tokei/toukei/concool/304310.htm
l

　

10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の

６
カ
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
口

座
振
替
で
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
保

険
料
が
９
７
３
４
０
円
と
な
り
、
毎
月

１
６
４
１
０
円
を
納
付
す
る
よ
り
も

１
１
２
０
円
お
得
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、８
月
30
日
Y
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
に
よ
り
毎
月
納
付
し

て
い
る
人
が
６
カ
月
前
納
を
希
望
す
る
場

合
、振
替
方
法
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
問
・
　

草
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

０
７
７
（
５
６
７
）２
２
２
０

保
険
年
金
課　

（
36
）５
５
０
２

安
土
未
来
づ
く
り
課　

（
46
）７
２
０
６

国
民
年
金
保
険
料
は
６
カ
月
前
納
が

お
得
で
す

市
都
市
再
生
協
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す
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お知らせ伝言板

今
月
の
税
・
料
の
納
付

（
納
付
期
限　

９
月
２
日
W)

　

市
県
民
税
（
２
期
）

　

国
民
健
康
保
険
料
（
３
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期
）

　

介
護
保
険
料（
２
期
）

【P

ペ
イ
ビ
ー

ayB

】

https://payb.jp

【
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ
ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス
】

https://w
w

w
.rakuten-bank.co.jp

※
詳
し
く
は
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

善
意
の
と
も
し
び

６
月
20
日
か
ら
７
月
18
日
ま
で
の
受
付

福
祉
基
金
に
と

光
友
易
学
５
千
円

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

匿
名
２
千
円
、金
田
佛
教
婦
人
会
１
万
円

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な の ㉘ん 話

海

障がい福祉課
（３１）３７１１・ （３１）３７３８

問

小指で唇をさわり、てのひらを下にした手を
横に波打たせる

（塩をなめるしぐさと、波の様子をあらわしている）

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
か
ん
た
ん
決
済

　

里
山
の
景
観
維
持
お
よ
び
里
山
が
有
す

る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
自

治
会
な
ど
が
３
年
間
継
続
し
て
実
施
す
る

里
山
の
保
全
・
再
整
備
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象　
里
山
再
生
整
備
活
動
、林
道
・

散
策
道
再
整
備
活
動
、
森
林
空
間
活
用
活

動
、里
山
体
験
・
啓
発
活
動

補
助
金
額　
１
事
業
に
つ
き
３
カ
年
計
画

で
、
総
額
90
万
円
を
上
限
額
と
し
、
単
年

度
30
万
円
を
上
限
額
と
す
る
。

※
直
接
施
工
は
定
額
助
成
と
し
、
外
注
施

工
は
、３
分
の
２
以
内
を
限
度
に
助
成
し

ま
す
。

対
象
者　
自
治
会
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体(

定
款
・
規
約
・
会
則
を
有
す
る
団

体
で
あ
る
こ
と)

※
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
募
集
を
締
め

切
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

農
村
整
備
課　

（
36
）５
５
４
５

　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
昭
和
44

年
の
発
足
か
ら
50
年
目
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
、
記
念
誌
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
な
ど
に
、
昭
和

44
年
か
ら
平
成
20
年
頃
ま
で
の
会
議
の
活

動
記
録
や
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

８
月
下
旬
ま
で
に
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事

務
局（
生
涯
学
習
課
内
）

（
36
）５
５
３
３
・

（
36
）５
５
６
５

045000@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３
‐
８
５
０
１（
住
所
記
載
不
要
）

　

今
年
３
月
に
刊
行
し
た『
近
江
八
幡
の

歴
史
』
第
８
巻「
通
史
Ⅲ　

明
治
維
新
か

ら
新
市
誕
生
ま
で
」
の
内
容
を
も
と
に
し

た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
戦
時

中
お
よ
び
戦
後
の
近
江
八
幡
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

８
月
25
日
Q　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　

市
立
資
料
館（
新
町
二
丁
目
）

講　

テ
ー
マ「
戦
争
と
近
江
八
幡
」

講
師
／
櫻
澤
誠
さ
ん（
大
阪
教
育
大
学
准
教

授
、「
近
江
八
幡
の
歴
史
」第
８
巻
執
筆
委
員
）

￥　

要
入
館
料（
大
人
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
５
０
円
）。

申
問
・
　

文
化
観
光
課（
市
史
編
纂
室
）

・

（
33
）２
１
１
８

010424@
city.om

ihachim
an.lg.jp

日　

８
月
17
日
U　

午
前
８
時
30
分
～

11
時（
小
雨
決
行
、荒
天
中
止
）

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

日　

11
月
10
日
Q
夜
～
16
日
U
夜

訪
問
先　

イ
タ
リ
ア 

マ
ン
ト
ヴ
ァ
市
、ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
、世
界
遺
産
な
ど
巡
り
ま
す

定　

20
人（
先
着
順
）　

￥
38
万
円
程
度

企
画　
（
公
財
）近
江
八
幡
市
国
際
協
会

申
込
先　

㈱
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
関
西

京
都
支
店　

０
７
５（
２
２
１
）７
４
０
１

問　

マ
ン
ト
ヴ
ァ
ク
ラ
ブ　

高
岡
さ
ん

０
９
０
（
３
９
７
３
）６
６
８
８

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
記
録
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　国際ソロプチミスト近江八幡（川端
和子会長）から、市内の保育所や幼稚
園、認定こども園、子どもセンターな
ど 34 カ所に絵本をそれぞれ２冊ずつ、
子ども発達支援センターにプレイマッ
トを５基を寄贈いただきました。絵本
の寄贈は今回で 12 年目となります。
大切に使わせていただきます。
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天野純希／著
（中央公論新社）

キャサリン・ホラバード／文
ヘレン・クレイグ／絵

（徳間書店）

図書館においでよ!

『アレックスと
まほうのふね』

『もののふの国』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『ライフ』                          小野寺史宜／著（ポプラ社）
『魔法を召し上がれ』              瀬名秀明／著（講談社）
『笑え、シャイロック』    中山七里／著（KADOKAWA）
『つみびと』                 山田詠美／著（中央公論新社）
『失われた美風』                    藤原正彦／著（新潮社）

『ひをふくやまとあおいぬま』
安藤美紀夫／作（子どもの未来社）

『ミツバチだいすき』     藤原由美子／文（福音館書店）
『こんどこそは名探偵』               杉山亮／文（偕成社）

近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館
■－午後５時まで開館

８月の
休館日

〈今月のおはなし会〉 図書館を使った調べる学習コンクール

調べ方相談会

近江八幡図書館
おはなし研究会のおはなし会
　10日U

　０～２歳／午前10時～
　３～５歳／午前10時35分～
　小学生以上／午前11時10分～
※24日U　午前10時30分～
　金田コミュニティセンター
おはなしメリーゴーランド
　21日R　午前10時30分～　
　０～２歳

安土図書館
絵本の時間
　２日Y　午前10時30分～
　０～２歳
安土おはなし童話クラブのおはなし会
　17日U

　３～５歳／午前10時～
　小学生以上／午前11時～

　千年近くの永きにわたりこの国を支配し続けてきた武
士。源頼朝、足利尊氏、明智光秀、土方歳三……
　誇り高き武士たちの命を懸けた果てなき争いの先に待
ち受けていた光景とは？

　アレックスはぼうけんがだいすき。ある日、おかあ
さんがほんものの船長さんの帽子をくれました。そこ
で、いすをふたつくっつけて、まほうのふねをつくり
ます。おかあさんとねこをのせていざしゅっぱつ！
たちまちふねはあおいうみのうえ…。
　胸がはずむ冒険を描いた絵本。

　住んでいる地域について「なぜ？」「どうして？」と疑問
に思ったことを、図書館の本で調べてみませんか？調べた
ことをまとめた作品を募集します。

対象　市内在住・在学の小学生
応募期間　８月 10 日 U ～９月 20 日 Y

作品の大きさ　Ｂ４サイズ以上（何ページでも可）

　夏休みの３日間、学校の先生や図書館の職員が、調べ方
やまとめ方を教える「相談会」を開きます。

安土図書館　８月２日 Y　午後２時～４時
近江八幡図書館　８月６日 E・８日 T　午後２時～４時

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

広告

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック

Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 

近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30～ 12:00
※日曜は9：00～

※

祝日は休み

PM  4:30～ 7:00 / / / /

A（0748）

32-4508

http://324508.jp
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